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論 文 内 容 の 要 旨 
 高齢化の進展と核家族化に伴い、子どもと同居する高齢者は年々減少し、夫婦のみの高齢者や独居高齢者の
増加が目立っている。特に、親子の扶養意識の変化として、高齢者の独居を老後の選択肢の一つとしてみなす
傾向が強くなってきている。このような動向から、一人暮らしを高齢者の一つのライフスタイルとみなし、独
居で安心して暮らせるための生活支援をどのように展開するのかが今後の重要な課題となっている。 
 本申請論文は、独居高齢者の子どもとのサポート授受関係と生活満足度に焦点をあて、それぞれの特徴と両
者の関連を明らかにすることで、独居高齢者の生活支援に関わる専門職が留意すべき実践課題について提案す
ることを目的としている。この研究成果は、今後も増え続けると予測される独居高齢者の在宅支援課題を模索
していくうえで、重要な手がかりになると考える。 
 なお、本申請論文は７章構成であり、概要は以下のとおりである。 
 第１章では、独居高齢者の日常生活の実態について、先行研究をもとに基本的な特徴、精神心理的な特徴、
社会環境的な特徴について文献レヴューを行い、独居高齢者の全体像を示した。具体的には、基本的な特徴と
して、健康状況、経済状況、食生活を、社会環境的な特徴としては、対人関係、家事、社会参加、住環境、精
神心理的な特徴としては、抑うつ、生活満足度、独居に対する意識といった領域について、先行研究をもとに
まとめた。そして、本研究における主要な概念である高齢者の子どもとの関係、高齢者の生活満足度、高齢者
の子どもとの関係が生活満足度に与える影響について、国内外の先行研究をもとに理論的整理を行った。 
 第２章では、本研究論文の枠組み、調査方法、分析方法、および回答者の基本属性について示している。本
論文の枠組みとしては、独居高齢者の全体的生活満足度と子どもとのソーシャルサポートの授受パターンとの
関連を明らかにする研究枠組みを設定した。調査対象者は、大阪市に居住している65歳以上の独居高齢者1,020
名であり、調査方法は、アンケート用紙を用いた無記名の自記式郵送調査である。有効回収率は51.6％であっ
た。回答者は、女性（74.5％）、男性（25.5％）であり、平均年齢は、男性（73.2歳）、女性（74.6歳）、平均独
居期間は、男性（15.7年）、女性（13.7年）であった。 
 第３章では、独居高齢者の日常生活満足度と全体的生活満足度との関連を明らかにしている。研究の結果、
男性の独居高齢者は女性の独居高齢者より全体的生活満足度、及び日常生活満足度（家事、食事、社会参加活
動、人間関係、居住環境、清潔維持、経済）において有意に低いこと、また、全体的生活満足度に関連した男
女の共通要因としては、「経済における満足度」「居住環境における満足度」が、相違要因としては、男性では
「年齢」、女性では「食事における満足度」が有意な関連要因であることが明らかになった。以上の結果から、
男性の独居高齢者は女性の独居高齢者より日常生活において満足度が低く、独居高齢者の生活満足度を高める
ための支援には性差的な特徴をもとにした配慮が求められることが示唆された。 
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 第４章では、子どもの有無、子どもとの関係が独居高齢者の日常生活満足度および全体的生活満足度にどの
ような関連があるのかを明らかにしている。研究の結果、まず、子どものいる独居高齢者が子どものいない独
居高齢者より、「対人関係」「居住環境」「食事」領域における満足度が高く、子どもの有無が高齢期の生活に密
接に関連していることを明らかにした。また、子どもとの関わりについてふだんからうまくいっていると高齢
者が認識しているほど、「対人関係」「居住環境」「食事」「睡眠」「家事」領域における満足度と「全体的生活満
足度」が高く、子どもとの関係が良くないことが、独居高齢者の生活にさまざまな影響を与える可能性が高く
なることが示唆された。以上の結果から、独居高齢者の生活の質を高めるために、子どものいない独居高齢者
には補完システムを地域社会で創造していくこと、子どものいる独居高齢者には子どもとの情緒的連帯感を高
められるような支援に配慮していくことを提案した。 
 第５章では、独居高齢者の子どもとのサポート授受パターンの特徴と基本属性との関連を明らかにしている。
研究の結果、情緒的サポートにおいては、子どもとの間でサポートの受領と提供が多く行われている「双方型」
の独居高齢者の割合が高く、一方、手段的サポートには、サポートの受領も提供もあまり行っていない「低交
換型」の割合が高くなっていた。性別では、女性においては「双方型」が、男性においては「低交換型」が多
くみられた。年齢では、前期高齢者より後期高齢者のほうで「受領優位型」が多くみられた。子どもとの居住
距離では、子どもが近くに住んでいる高齢者のほうがサポートの授受を行いやすいという結果が示された。主
観的健康度は、手段的サポートの授受パターンのみで関連がみられ、健康な高齢者においては、「双方型」が、
健康ではない高齢者においては、「受領優位型」が多くみられた。以上の結果から、サポートの授受のバランス
を保つために、高齢者の個別的な環境を整えることの必要性、子どもとの関係においてバランスがとれなくな
ったり、アンバランスな状態に陥った場合、そういった状態を補完する社会システムの整備が求められること
を提案した。 
 第６章では、独居高齢者の生活満足度と子どもとのサポート授受パターン等の関連を明らかにしている。結
果として、女性においては、暮らし向き、主観的健康度、子どもとのサポート授受パターンが生活満足度に有
意な関連を示した。子どもとのサポート授受パターンにおいては、「双方型」の高齢者が、「提供優位型」や「低
交換型」の高齢者より生活満足度が有意に高かった。男性の場合には生活満足度は、暮らし向きのみが関連を
示した。これらの結果、全ての高齢者において、老後を一人で暮らすためには安定した経済的な状況が保たれ
ることが重要であること、さらに女性に限っては、子どもとのサポート関係が弱かったり、老後になっても子
どもに一方的にサポートを提供しなければならない場合には、高齢者の生活に否定的な影響を与えること、ま
た単純にサポートのバランスのとれた状態ではなく、双方の活発なサポートの授受といった親子間の積極的な
かかわりが生活に肯定的な影響を与えることが示唆された。以上の結果、子どもとのバランスのとれた活発な
サポートの授受関係を維持することは、女性独居高齢者の生活満足度を高めることが示唆された。 
 第７章では、以上の調査結果をもとに、独居高齢者の在宅生活を支えるために求められる支援課題と支援の
方向性について５つの提言を行っている。それらは、1) 独居高齢者を支援するフォーマル・インフォーマルシ
ステムを地域社会の中に整備すること、2) 独居高齢者を取り巻く基本的な環境を整備すること、3) 独居高齢
者の子どもとの関係を配慮した支援を行うこと、4) 独居高齢者の性差に配慮した支援を行うこと、5) 男性の
独居高齢者については、特に子どもとの関係維持に焦点を当てた支援を行うこと。以上のような政策的・実践
的な配慮をすることにより、大都市の独居高齢者は、より質の高い生活ができるものと考察した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本学位申請論文では、独居高齢者の子どもとのサポート授受関係と生活満足度に焦点をあて、それぞれの特
徴と両者の関連を明らかにすることで、そこから独居高齢者の生活支援に関わる専門職が留意すべき実践課題
について提案している。本論文の評価すべき６点を列挙する。 
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① 独居高齢者の日常生活の全般的な特徴を、国内外の先行研究をもとに文献レビューを行い、独居高齢者の
全体像を、国内外の先行研究をもとに理論的整理を行った。 
② 独居高齢者の日常生活満足度と全体的生活満足度との関連を明らかにしており、男性は女性より全体的生
活満足度及び日常生活満足度（家事、食事、社会参加活動、人間関係、居住環境、清潔維持、経済）が有意
に低いこと、また、全体的生活満足度に関連した男女の共通要因としては、「経済における満足度」「居住環
境における満足度」が、相違要因としては、男性では「年齢」、女性では「食事における満足度」が有意な関
連要因であることを明らかにし、独居高齢者の生活満足度を高めるべく支援においては性差の配慮が求めら
れることを示唆した。 
③ 子どもの有無や子どもとの関係が独居高齢者の生活満足度について、子どもの有無や子どもとの関係が高
齢期の生活満足感と密接に関連していることを明らかにした。以上の結果、独居高齢者の生活の質を高める
ために、子どものいない独居高齢者にはその補完システムを地域社会で用意すること、子どものいる独居高
齢者に対しては子どもとの情緒的連帯感を高められるような支援に配慮することを示唆した。 
④ 独居高齢者の子どもとのサポート授受パターンの特徴を明らかにしており、情緒的サポートでは、サポー
トの受領と提供が多く行われている「双方型」の割合が高く、手段的サポートでは、サポートの受領も提供
もあまり行われていない「低交換型」の割合が高いことを明らかにした。さらに女性高齢者では「双方型」
が、男性では「低交換型」が多く、また高齢になるにつれて「受領優位型」が多くなることが示された。 
⑤ 独居高齢者の生活満足度と子どもとのサポート授受パターンの関連について明らかにしており、女性では、
暮らし向き、主観的健康度、子どもとのサポート授受パターンが生活満足感と有意に関連しており、子ども
とのサポート授受パターンについては、「双方型」の場合に生活満足感が高いことを明らかにした。男性では、
生活満足感は暮らし向きと関連していたが、子どもとのサポート授受パターンとは関連していなかった。以
上の結果、老後を一人で暮らすためには安定した経済状況が保たれることが重要であること、女性の場合に
は、子どもとのサポート関係が弱かったり、老後になっても子どもに一方的にサポートを提供しなければな
らない場合には、高齢者の生活に否定的な影響を与えること、単純にサポートのバランスのとれた状態では
なく、双方の活発なサポートの授受といった親子間の積極的なかかわりが独居高齢者の生活に肯定的な影響
を与えることを示唆した。 
⑥ 以上の結果をもとに、独居高齢者の在宅生活を支えるために求められる支援課題とその課題解決の方向性
について、1) 独居高齢者を支援するフォーマル・インフォーマルシステムを地域社会の中で整備すること、
2) 独居高齢者を取り巻く基本的な環境を整備すること、3) 独居高齢者の子どもとの関係を配慮して具体的
な支援を行うこと、4) 独居高齢者の性差に配慮した支援を行うこと、5) 男性の独居高齢者については、特
に子どもとの関係維持に焦点を当てた支援を行うことの提案を行い、政策的・実践的な配慮をすることによ
り、大都市の独居高齢者は、より高い生活の質を維持しながら、生活できることを示した意義は大きい。 
 よって、本学位申請論文は博士（学術）の学位に値するものと認めた。 
